
 

通告順序 ５ 

                           

令和７年８月２０日 

日野町議会議長 中原 信男 様 

 

                    日野町議会議員 安達 幸博 

 

一 般 質 問 通 告 書 

 次のとおり通告します。 

質問事項 質問の趣旨・背景し 
質問の要旨 

（具体的に回答を求める事項） 

質問の

相手 

日野町の業

界、団体への

支援につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、介護施設の倒産件

数が増加傾向にあるとの報

道が多く見られます。その

背景には、人手不足、低い報

酬体系、高齢者人口の変化

などが挙げられます。 

本町では、特別養護老人

ホーム、グループホーム、小

規模多機能型施設、デイサ

ービス、老人保健施設など

多くの介護施設を日翔会様

が運営しており、本町の介

護福祉行政において大きな

安心を提供されています。

しかしながら、介護報酬は

法律に基づいて国が定めて

おり、自治体独自の補助制

度や介護事業者の経営支

援、利用者の負担軽減を目

的とした仕組みがあるもの

の、現状は厳しい状況が続

いています。 

特に、10月には最低賃金

の引き上げが予定されてお

り、電気料金を含む光熱費

などの経費も高止まりが続

いています。 

人件費や経費の高騰は、

社会福祉協議会や日野町商

工会とも共通して直面して

いる課題であり、これらの

業界や団体、施設の持続可

1.日翔会、社会福祉協議会、日野

町商工会の施設運営において、現

在どのような課題や影響を受け

ているか、現状をどのように捉え

ておられるかについてお聞かせ

ください。 

 

２. 最低賃金の引き上げや光熱

費の高騰に対応するため、これら

３事業体に対する運営補助を増

額し、事業継続を支援する考えは

ありませんか。 

 

３.各事業体の特性や運営状況に

応じた個別施策補助を設けそれ

ぞれの事業体が直面する課題に

対応できる仕組みを構築しませ

んか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般質問の

検証につい

て 

能性を確保するためには、

更なる支援が必要です。 

以上を踏まえ、持続可能

な各団体の事業運営を実現

するための具体的な支援策

について質問させていただ

きます。 

 

 

﨏田町政の 8 年間で、私

は約 30 回一般質問を行い

ました。将来を見据えた提

案型の質問を心がけてきま

した。前向きな答弁が多く

見られましたが、施策とし

て実際に実行されたものは

限られていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.町長は一般質問をどう捉え位

置づけをされていますか。 

 

２.自分自身の答弁を振り返って

確認していますか。 

 

３.そして改めて職員に指示をだ

していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 


